
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

  

 日本語力アップ 
 

 シンチャオ先輩 

Ly Thuong Kiet中学校・Be Van Dan中学校（ハノイ） 日本語教師 

Nguyễn Thị Ngọc Hà様 

 

 日本語でお仕事 

♦働く人―ベトナム人への質問 

       日本梱包（NIPPON KONPO HO CHI MINH INC.) （ビンズオン省） 

Nguyễn Thị Hồng Thủy様 

♦一緒に働く人―日本人への質問 

   日本梱包（NIPPON KONPO HO CHI MINH INC.) （ビンズオン省） 伊藤徳彦様 
 

 日本への道 

♦ TITAN外国語センター、トゥオイタンティエン幼稚園経営 Ngô Thị Phương Chi様 

 

 笑顔の日本語クラス 

 

 お知らせ～日本語パートナーズ第 4期が到着しました！～ 

 

 わたしの日本語体験談 

国際交流基金ベトナム日本文化交流センター 

ニューズレター2017 年 11 月号（第 7 号） 



 

 

国際交流基金ベトナム日本文化交流センター 

日本語専門家 大塚武司 

 

この「日本語力アップ」では、みなさんの日本語が上手になるためのさまざまな学習

法が紹介されています。ぜひ、いろいろな方法にチャレンジしてください。 

 

でも、その前にちょっと考えてもらいたいことがあります。それは、「あなたは日本

語学習にどのように向き合うのか？」ということです。ある研究では、外国語が上手に

なる人は「メタ認知能力が高い」と指摘しています。 

 

メタ認知能力？ あまり聞きなれない言葉ですね。簡単に言うと、外国語の学習に関

して「自分で学習計画を立て、自分で自分を観察し、自分で学習結果を評価する」とい

うことです。つまり、外国語が上手になる人は、どのように外国語学習に向き合ってい

くか、自分で決めているのです。 

 

 では、皆さんに宿題です。以下のことに取り組んでみてください。 

１） ３カ月間先までの日本語の学習計画と目標を立てましょう。 

※できるだけ具体的に考えてください。 

２）毎日、学習の記録をつけましょう。 

※「何を、何分勉強したか」など簡単でいいですよ。 

３）計画通りに進まなくなったら、計画を修正しましょう。 

   ※ 常に学習の進捗をチェックし、計画を見直すことが重要です。 

４）３カ月後、目標に対して、何パーセントくらい達成できたか、自分で評価しましょ

う。また、どうして達成できたか、達成できなかったか、考えましょう。 

５）次の３カ月の学習計画と目標を立てましょう。後は（２）～（５）の繰り返しです。 

 

 「学習の計画や評価って先生がやることじゃないの？」と思う人

も多いかもしれません。でも、「自分の日本語の学習については、自

分が責任を持つ」という気持ちがとても大切なのです。 

 

日本語力アップ 第 7 回 

「日本語学習にどう向き合いますか？」 



                                                                                                                

 

 

毎号、「シンチャオ先生」「生徒にインタビュー」としてお届けしているコーナーですが、今号は、中学時代から日本語

を勉強し、今はご自身の母校である中学校で日本語教師をしている方にお話を伺いました。インタビューに答えてくださ

ったのは、現在、ハノイの Ly Thuong Kiet中学校と Be Van Dan中学校で日本語を教えている Nguyễn Ngọc Hàさんです。 

  ◆ Ha さんが日本語を学び始めたのは、いつ、どこでですか。 

2005 年、6 年生の時、Ly Thuong Kiet 中学校で日本語を勉強し始めました。 

 
◆ Ha さんが日本語を勉強し始めた頃は、まだ同じ中学生で日本語を勉強していた人が少な

かったと思います。自分にとって、日本語を勉強するということは、どういうことでしたか。 

小学校 1年生から英語を勉強しましたが、その当時から、日本の漫画、アニメのおかげで日本

語が好きでした。その時、子供向けの英語の作品はあまりなく、ほとんどが厚くてつまらない本や

教科書ばかりでした。ですが漫画はそれとは違って、面白くて新しいことを私にもたらしてくれまし

た。漫画をきっかけに、日本語がどんどん好きになって、ストーリーの本を読んだり、母からお金

をもらってアニメの DVD を借りて家で見たりするようにもなりました。最初は気分転換のためでし

たが、だんだんと興味が沸き、夢中になってしまいました。日本語は、私の人生の最初の 10 年

間、私と一緒に歩んでくれたのです。私が中学生になる時、日本語が勉強できる学校は、リ・トゥ

ン・キエット中学校での 2 クラスしかなかったため、そのクラスに入りたい場合、試験を受けなけ

ればなりませんでしたので、私は夏休み中一生懸命試験のために勉強をしました。 

先生になってから、生徒に日本語だけでなく、日本文化を知ることも勧めています。日本語を身

に付けるためには、言葉だけではなく、心で感じるのが必要だと思うからです。 

◆ 日本語の勉強で大変だったことは、どんなことですか。 

私は Ted Chiang という作家の Story of Your Life という短編小説の中のある文に興味があります。それは「言語は人間の世界観に影

響を受ける」という文です。 

これは正しいと思います。大学生時代、ハノイ大学で勉強しながら多言語の同級生と触れ合うことができました。英語学部の学生は正

直で、フランス語学部の学生はエレガントで、中国語の学生は好きなことに夢中で、それぞれの各学部の特徴があると思っています。 

では、日本語の学生はどうでしょうか。言うのは恥ずかしいですが、勉強がよくでき、ルールを遵守し、自分のことは自分で決められるの

で、日本語学部の学生は自信を持っています。「他人に迷惑をかけずに、自分のことをしっかりやる」という日本人のような考え方を持っ

ているからでしょうか。 

しかし、何にでも 2 つの面があると思います。遠回しの言い方のせいで笑いながら泣くことがあるでしょう。日本人が自分の言いたいことを

はっきり言い出すときは少ないため、聞き手、読み手を勘違いさせることが多いでしょう。あいまいな回答、例えば「そうだと思いますが、

そうではない」と言われると、頭が痛くなるほど意味わからないことも少なくありません。 

◆ 日本語を勉強していて良かったなと思ったことは、どんなことですか。 

私にとって日本語は、この世界を歩んでこられた、それを可能にした大切な鍵とも言えます。日本語を通じて、地球の向かい側に住んで

いる日本語・日本文化が大好きな友達と知り合うことができました。自分が調べたことについて話し合うため、何時間も使ってしまったこ

ともありました。言語は空間、時間、年齢を飛び越えて、同じ気持ちを持っている人々をつなげる橋とも言えるでしょう。 

 



 

 

※執筆者が書いたベトナム語を日本語に翻訳して掲載しています。 

◆ 自分が生徒だったときと比べて、今の生徒や日本語授業について、変わったと思うことはありますか。 

大きな違いは今の子供が簡単に日本語と接することができることだと思います。本、漫画からインターネットに至るまでいろいろな情報が

手に入ります。それに、最近の保護者は言語の大切さがわかっているので、子供が日本語を勉強することを積極的に応援・サポートして

います。 

 

◆ 今、Ha さんは日本語の先生をしているそうですね。どこで教えていますか。また、どうして日本語教師の道を選んだのですか。 

今年、Ly Thuong Kiet 中学校で日本語教師を務めるのは大変嬉しいことです。ちょうど卒業してから 10 年後、学校に戻り、生徒を日本

語の世界へ案内できることになりました。それに、今年初めて日本語を導入することになった Be Van Dan 中学校での初めての日本語

教師にもなれ、大変嬉しく思っています。 

中学校の日本語教師になったおかげで日本語がもっと好きになりました。しかし、日本語教師になりたいと思ったのは高校に入ってからで

す。その時、高校の日本語教師の Hang 先生に会い、先生の授業を受けて、日本語学習の動機を与えてもらいました。Hang 先生は当

時の私たちにとって、韓国人のアイドルみたいだったのです。 

それで、大学 3年生の時、ワクワクした気持を抱きながら、ハノイで唯一の子供向けの日本語センターで日本語を教え始めました。です

が、寂しかったのは、好きで日本語を勉強していたのは学習者の 10分の 1 だけで、残りの全員は親に勉強させられていたことです。本

当に勉強したいと思って勉強しない限り、いい結果が出ないとわかっていましたから、私は本当に心配しました。ですから、学生時代の先

生方が教えてくれたように、私も、生徒が楽しくリラックスしながら日本語が勉強できるように教える努力をしていきたいと思っています。 

 

◆ 最後に、日本語を勉強している生徒・学生たちへ、メッセージをお願いします。 

私の大学の日本語の先生は教科書『にほんご 6』の著者 Pham Hung Long 先生でし

た。私が先生にメールをするたびに、先生は私を励ますために、いつもある日本語の

ことわざを添えてメールを返信してくれました。どのことわざも面白くて意味のあるもの

でしたが、一番好きなのは「千里の道も一歩より始まる」です。 

日本語をはじめ、外国語の勉強はゴールにたどり着かない長い道でしょう。しかし、幸

せは歩んでいくその道自体にあるのです。みなさん、最初の一歩を踏み出さないと、

言語がもたらしてくれる幸せが感じられませんよ。皆さん、頑張ってください。 

 



 

「日本語でお仕事」のコーナーでは、日系企業で働くベトナム人の視点から仕事について感じたことや経験につ

いてお話を伺っています。また、同一の職場で働く日本人にもお話を伺い、立場の異なる視点から仕事について

感じたことや経験について記事にし、掲載しています。今号のインタビューに答えてくださったベトナム人の方

は、ビンズオン省にある日本梱包（NIPPON KONPO HO CHI MINH INC.) NGUYEN THI HONG THUY 様です。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベトナム人の方への質問 

 

◆いつから日本語を勉強していますか（どんな

ところでどのくらい日本語を勉強しましたか）。 

ホーチミン市人文社会科学大学で 
1999 年 9 月から日本語を学び始めました。  
 

 

 

◆今の仕事を始めたきっかけは何ですか（どうして今の仕事を

選びましたか）。 

   大学卒業後、私は 4年以上日系企業で働いていました
が、そこでは業務量が多く毎日残業をしなければならず、
また日本人と話す機会があまりありませんでした。私は小
さな子供がいたこともあり家族との時間を大切にしたいと
考えており、また日本人とも仕事がしたかった為、転職先
として自分の希望に合う会社を探したところ、日本梱包と
出会いました。現職では家族と過ごせる時間を持てて、日
本語を使用する機会も多くあります。 

 

 

 

◆仕事の内容を簡単に教えてください

（どんな時、日本語を使って仕事をしま

すか）。 

    現在、人事総務と通訳の仕事を
しています。人事総務関連の規
則を上司に報告する時や会議で
通訳する時に日本語を使いま
す。 

 

 
◆どんな時、仕事が大変だと感じ

ますか。 

新入社員と現場作業者に対して、

会社の規則を教えて遵守してもらう

ことが大変です。 

 

 

◆どんな時、仕事が楽しいと感じますか。 

   初めてやる仕事を完成できた時、達成が得られて楽
しいと感じます。 

 
 
 
 

 

 

 

◆これからどんな人になりたいですか。                               

私は自分の仕事の為に政府の規則に関する知識

を深めていきたいです。また日本語をさらに勉

強して、より多くの場面で日本語を使って仕事

をできる人になりたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

◆日本語を使って仕事をしたい人にアドバイスをお願いします。 

  日本語は難しい言語なので、日本語を使って仕事をした
ければ、今から真剣に日本語を勉強して下さい。 

 

 

※執筆者が書いた日本語をそのまま掲載しています。 



 

「日本語でお仕事」のコーナーでは、日系企業で働くベトナム人の視点から仕事について感じたことや経験につ

いてお話を伺っています。また、同一の職場で働く日本人にもお話を伺い、立場の異なる視点から仕事について

感じたことや経験について記事にし、掲載しています。今号のインタビューに答えてくださった日本人の方は、

ビンズオン省にある日本梱包（NIPPON KONPO HO CHI MINH INC.) 伊藤徳彦 様です。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本人の方への質問 

 

◆御社（貴社）の会社概要を教えて下さい。 

当社はニッコンホールディングス株式会社 100%子会社であ

る NIPPON KONPO VIETNAM CO., LTD. (2006 年にハノイで

設立) のグループ会社で、ベトナム南部事業拡大の為に

2011年に設立されました。ベトナム南部のビンズオン省を拠

点とし、現在日本人が 3名、ベトナム人従業員が約 200名

在籍しており、輸出入・通関・国内輸送・倉庫・梱包などの物

流事業を幅広く展開しております。 

 

 

◆ベトナム人スタッフと働いていて、楽しい、嬉しい、 

あるいは驚いた思うことはどんなことですか。 

小物入れや作業机などの備品が無い場合に、ベトナム人ス

タッフが有り合わせの物でそれらを作っているのを見て、その

器用さに驚いたことがあります。また、ランチタイムにスタッフ

が皆で果物を切って食べ合うことがあるのですが、その際に

果物をお裾分けしてもらえるのは嬉しいです。 

 

 

 

◆日本語を使ったり、日本や日本語に関わりを持った

りしながら働くベトナム人を見ていてどう思いますか。 

言語の中でも特に難しいと言われている日本語を使うこと

ができるベトナム人が多くいるのを見て、非常に勉強熱心

だと感心すると同時に、日本に対して深く興味と関心を持

っているのだと感じております。彼らからベトナムの文化や

考え方など学ぶことは多く、日本や自分自身についても再

考させられております。 

 

 

◆ベトナム人スタッフに期待することは何ですか（業

務上に関する期待、スタッフの今後の成長に関する

期待など）。 

自分の仕事により責任感を持ってもらいたいと考えておりま

す。例えば、スタッフに業務指示をした際に、「自分は関係

者に業務依頼したが、彼らから返事が無いので業務が出

来ない」という返答をもらうことがあります。この場合、スタッ

フの仕事は関係者に業務依頼することではなく、業務を実

施することであるので、結果だけで言えば依頼しただけでは

何もやっていないのと同じです。日系企業とはいえ、日本

人だけで業務をこなしていくことは当然できないので、ベト

ナム人スタッフにはより責任感を持って業務に取り組んで

もらいたいと考えております。 

 

◆その他、読者に伝えたいベトナム人スタッフとのエピ

ソードなど何かあればお願いします。 

あるスタッフの息子の誕生日会に招待されたことがあるの

ですが、その際に誕生日会専用の会場があることを知りま

した。また、会場は小さめの結婚披露宴会場のようで立派

であり、さらに私たちの他にも誕生日会が複数開かれてい

て、同建物内に数部屋ある会場が埋まっているのが印象

的でした。ベトナム人は特に家族との時間を大切にすると

伺ったことがありますが、それを実感しました。 



 

 

◎留学中、大変だったことは何ですか。また、そうならないた
めにベトナムで事前にどんな準備をしておけばよかったと思
いますか。 

•大変なこと: 

言葉の壁：日本語を聞き、理解する能力。 

日本人は英語が分からないことがある。したがって日本のル
ールをきちんと守り、日本社会により溶け込むためには日本語
をよく聞き、理解する能力が必要。 

プロフェッショナルな仕事のやり方＝時間遵守。       
日本の学校や管理機関は、勤務時間などいつも時間を守る。
したがって、これらの規則に厳密に従わなければ、学生は多く
の問題を抱えることになる。 

• 留学前の準備 

日本で生活を送るために、日本語に関する基礎知識を身に
つける必要がある。 

勤務時間を厳密に守る意識を持って、面倒になることを避
けるために日本での生活、勉強、仕事の締め切りの重要性を
理解する。 

法的罰則を避けるために、日本の法律を厳密に遵守しようと
する意識を持つ。 

 

 

 

◎どうして留学しようと思ったのですか。また、留学中はど
こでどんなことを研究（勉強）していましたか。 

自分の専門知識を深め、将来の進路を決める為日本へ
留学することに決めた。 

APU で国際協力政策を専攻した。 

 

◎留学先ではどんな生活を送っていましたか。 

• 幸せなこと:  

新しい文化や新しい知識を吸収できるよう努力した。 

日本のプロフェッショナルな労働環境、真剣な教育現
場は自身の勉強の仕方を変えさせた。そしてその経験か
ら自分が仕事に戻った時より専門的になれた。 

日本の各地方へ旅行したり、食べ物や文化活動を楽し
んだりしたことを通して、日本の文化を理解できるようにな
った。 

日本のおいしい料理を楽しむことができた。 

• 大変なこと 

日本で生活を送るのに日本の文化を理解する必要が
あるため、日本語が必須。 

留学生はアルバイトをしなければならないし、アルバイト
の時間は厳しく、いつも努力していた。 

 

◎留学中、楽しかったことは何ですか。 

 APU で新しい知識を得ることができた。 

日本人と生活して、日本の生活を理解できた。できるだけ早
く日本の生活に慣れるようにしていたので、周りの日本人と信
頼関係を築き、打ち解けることができた。 

日本で勉強している多くの国からの留学生に出会って、いい
友達になれた。 

 

 

◎今はどのようなお仕事をしていらっしゃいますか。 

創設者として、ダナンの TITAN 外国語センターと「トゥオイタン
ティエン」という幼稚園を経営している。 

◎その他、アドバイスがあればお願いします。 

日本の生活にすばやくなれるように、きちんと日本語を勉強
しておく。 

日本での勉強と仕事に真剣な態度で取り組む。 

規則を守る意識を持つ。 

日本滞在中の生活費をカバーするための資金を準備する。 

 

この「日本への道」のコーナーでは、日本に留学経験の

あるベトナム人の方にお話を伺っています。 

今日本語を学習しているみなさんの中にも、日本への

留学に関心がある人が多いのではないかと思います。

留学のためにはどのような準備が必要か、どの程度の

日本語力が必要か、そして日本の生活がどんなものか

を、今留学している先輩のお話を読んで、少しでも参考

にしていただければと思います。 

◎日本での留学生活で得た経験が、今の自分あるいは仕事
に、どのように生きていると思いますか。 

職業上のプロ 

規則を守る意識 

標準環境における作業圧力に耐える力

 

 

※執筆者が書いたベトナム語を日本語に翻訳して掲載しています。 

今号の執筆者： 

TITAN 外国語センター、 

トゥオイタンティエン幼稚園経営 

NGO THI PHUONG CHI さん 

【立命館アジア太平洋大学

（APU）留学経験者】 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

Khuong Thuong 中学校（ハノイ） ９年生 
 

「さるはしっぽがながいです。かおとおしりがあかいです。・・・」 

「うしははながおおきいです。めがちいさいです。あしがみじかいです。・・・」 

 

動物の特徴をどれだけ言えるかな…?! みんな、自分のグループの動物

の特徴をたくさん発見しましたね！ 

 

にほんご９ だい１か どうぶつえん 

Ngo Si Lien 中学校（ハノイ） ８年生 
 

８年生になると教科書で勉強する文法が急に難しくなり

ますね…。 

このクラスでは、新学期最初に覚えたテ形を使って、相

手に何かを要求するときの場面を考え、「V てください」

を使うスキットをグループごとに作りました。 

どのグループも具体的な場面を考えて、おもしろいスキ

ットを作ることができました！ 

 

にほんご８ だい１か 先生 

中等教育教師向け地域研修(ハイフォン) 
 

ハイフォンの中学校・高校で日本語を教えている先生たちの

研修です。この日はなんと、ベトナム語も日本語も使わず、誰

も知らないタイ語学習を体験していただきました。学習者とし

て発話中心の授業を体験するとともに、教師の視点で授業に

ついて振り返りました。 

先生方、たった一時間でタイ語で自己紹介ができるようになり

ましたよ。一人ひとりの好きなものも、個性があってとてもおも

しろかったですね！ 

日本語を勉強している生徒・学生のみなさん、 

夏休みが終わって、あっという間に 2 か月が経ちましたね。今回

のコーナーでは、私が新学期におじゃました授業や研修について

紹介します。 

「話したい！」「楽しい！」であふれた様子、どうぞご覧ください！ 

 

今号の執筆者： 

国際交流基金ベトナム日本文化交流センター 

日本語指導助手 久保田育美 

 

言ってください。 

・・・。 

chan chɔɔp dɔɔk mai kha  

わたしは 花 が 好き です。 

お知らせ 

日本語パートナーズ第４期が到着しました！ 

日本語パートナーズとは、ベトナム中等教育機関で、現地日本語教師と学習者の日本語学習のパートナーとして、授業

のアシスタントや会話の相手役といった活動をするとともに、教室内外での日本語・日本文化紹介活動等を行い、ベトナ

ム日本語教育を支援します。同時に、パートナーズ自身も現地の言語や文化についての学びを深め、ベトナムと日本の

架け橋となることを目標としています。今回着任したみなさんは 29名。8月 23日に着任し、ハノイ、ハイフォン、フエ、ダ

ナン、クイニョン、ホーチミン、ビンズオン、バリアブンタウの 8地域で活躍しています！ 

水をください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何をしましたか 
私はみんなさんといっしょにダンスをしたり、おもしろいゲームをしたり
しました。私は先生たちにわかいときはおもしくていみがたくさんあ
る、わかくなるチャンスがあったら、何をいちばんしたいだときいてお
もしろいこたえをたくさんもらいました。 
 

感想 
私はこんどのキャンプがほんとうにいみがたくさんあるおもいます。私たちについてこのキャンプはあたしいともだちにあったり、よくお
もしろいことをべんきょうしたりするチャンスです。キャンプにさんかしたとき、ボランテイアたちと先生たちはほんとうにとてもねっしん
でたのしくてげんきです。こんどのキャンプはむずかしくわすれないきねんです。みんなさんはだれでも日本語がじょうずです。それ
では、私はよく日本語をべんきょうしなければなりません。 
ぼうけんー 100％ゆうき 
 
 

 

どんなイベントに参加しましたか 

 2016 年ベトナム高校生にほんご人100人訪日事業 

 
 

 

Phạm Trung Đức さん                Tran Dai Nghia中学校（ビンズオン） 

どんなイベントに参加しましたか 
ベトナム中学生日本語キャンプ 2017 

 
 

 

本人が書いた日本語をそのまま掲載しています。 

何をしましたか 
新しい 友だち と 楽しくあそびましたり、日本人 の先生 と ベトナム人 
の先生と 日本語で 話したり、はじめて 知り合い 人 と ねたりしました。 

感想 
はじめて 日本語 の キャンプ に さんかする こと は おもしろい でした。この イベント の あとで、色々な べんきょう の もの が 

あります。みなさん は 日本語 が上手で、ねっしんで、しんせつ でした。そして、ユーモア でしたよ。いっし
ょ に みなさん と あたら しい ゲーム を あそんだり、食べたり、話したりする こと は とても 楽しいでし
た。でも、時間 が 短い でしたから、「さよなら」と いったとき、さびしい になりました。だから、チャンス があ
ったら、もういちど こんな キャンブ に さんかしたい です。 

Trần Lê Minh Tâm さん                  Phan Chau Trinh 高校（ダナン） 

感想 
 
私にとって、日本に来るのは私の夢です。今それは現実になりました。私はずっと幸せな気
持ちを持っています。日本の色々な景色を見物しました。たくさんの面白い文化も経験し
ました。本当に素晴らしかったです。それに日本のたくさん美味しい食べ物を食べて、とて
も大好きでした。私は日本人と同じように日本にいる時間を過ごしました。そのことは必ず
忘れにくい思い出だと思います。この珍しい機会をくれて、かめのり財団、国際交流基金に
ありがたい気持ちをいつも持っています。熱心なガイドのわたなべさん、親切な通訳の Phu 
Giaさん、スタッフの人、黒田先生、松本先生、現代文明の日本を紹介してくれて、もっとこ
の国について知っています。皆様、ありがとうございました。 
 

（執筆者が書いた日本語をそのまま掲載しています） 

（執筆者が書いた日本語をそのまま掲載しています） 

Lạc Chấn Huy さん                  Tran Dai Nghia中学校（ビンズオン） 

 

 

どんなイベントに参加しましたか 

 2017 年ベトナム高校生にほんご人100人訪日事業 

 
 

 

各種イベントに参加している

みんなの声を集めました！！ 

どんなイベントに参加しましたか 
ベトナム中学生日本語キャンプ 2017 

私はイベントにたくさんさんかしました。げきをしたり、ダン
スをしたり、みんなさんにおもしろい日本語のもんだいを
きいたりしました。 
 
 
 

 

何をしましたか 
私はみんなさんといっしょにダンスをしたり、おもしろいゲームをしたり
しました。私は先生たちにわかいときはおもしくていみがたくさんあ
る、わかくなるチャンスがあったら、何をいちばんしたいだときいてお
もしろいこたえをたくさんもらいました。 

感想 
私はこんどうのキャンプがほんとうにいみがたくさんあるおもいます。私たちについてこのキャンプはあたしいともだちにあったり、よくお
もしろいことをべんきょうしたりするチャンスです。キャンプにさんかしたとき、ボランテイアたちと先生たちはほんとうにとてもねっしんで
たのしくてげんきです。こんどのキャンプはむずかしくわすれないきねんです。みんなさんはだれでも日本語がじょうずです。それで
は、私はよく日本語をべんきょうしなければなりません。 
ぼうけんー 100％ゆうき 
 
 
 
 
 
 

（執筆者が書いた日本語をそのまま掲載しています） 



 

 

 

こうｚ 

ポラリスアイドルグループ                               （ハノイ） 

どんなイベントに参加しましたか 

日本語フェスティバル 2017 

 
 

 

何をしましたか 
パフォーマンス部門で、歌っておどりました。 

BÙI THỊ MỸ TRINH 

イベントに参加するのは今回 3回目です。3回ともパフォーマ
ンスしました。日本語の歌を歌うのが大好きな私は、日本語フ
ェスティバルでポラリスのみんなさんと歌って踊って、盛り上が
って、とても良かったです。また、アイドルに興味があるので、
すこしでもアイドル文化を広げたいなっていう気持ちで今回参
加した結果、アイドルが好きな人と友達ができて、ほんとうに
嬉しかったです。 
又日本語フェスティバルに参加したいとおもいます。 

（執筆者が書いた日本語をそのまま掲載しています） 

 

 

ベトナム中学生日本語キャンプ2017 2017年7月24日～26日に行われ、ベトナムの5都市（ハ
ノイ、フエ、ダナン、ホーチミン、ビンズオン）から 54名の学生、23名の教師、6名の大学生が集まり、
三日間日本語を使った活動を行いました。 
2017年ベトナム高校生にほんご人100人訪日事業 2017年6月13日～21日、フエのHai Ba 
Trung高校、Quoc Hoc高校、ダナンのPhan Chau Trinh高校、ハノイのViet Duc高校の生徒が訪日し、
教育機関や企業、施設を訪問したり、そこで出会った日本人やベトナム人の先輩と交流したりしました。 
日本語フェスティバル2017 2017年4月24日にハノイで行われた、スピーチ部門とパフォーマンス
部門からなるイベントです。ハノイ、ハイフォン、フエ、ダナンから出場者が集まりました。 

何をしましたか 
 
 
 
 

 

Trần Thị Khánh Linh 

今回、Japan Foundation が主催したイベントに参加したのは
初めてです。このイベントには大きな意味があり、また私たちも
幸せな時間を過ごせました。イベント中、主催者から熱心にサ
ポートしていただきました。パフォーマンス部門だけでなく、スピ
ーチ部門にも参加しました。日本を愛する若者にとってはいい
活躍の場だと思います。運営・実施に関していくつかの問題が
ありますが、イベントが成功しました。来年、イベントがもっと成
功するように、主催者にイベントの規模及び内容を改善してほ
しいと思います。本当にありがとうございました。 

（執筆者が書いたベトナム語を翻訳して掲載しています） 

 

 

本人が書いた日本語をそのまま掲載しています。 

発行／国際交流基金ベトナム日本文化交流センター 

監修／安藤敏毅（同センター 所長） 

     小川京子（同センター 日本語上級専門家） 

編集／久保田育美（同センター 日本語指導助手） 

     長田あさみ（同センター アジアセンター調整員） 

翻訳／Vuong Linh Chi（同センター アシスタントプログラムオフィサー） 

     Hồ Thị Hoài Nam（ハイフォン大学 日本語教師） 

感想 

 Pham Viet Anh 

私は初めて日本語フェスティバルに参加し、初めてステージ
に立つことができました。主催者はみんな思慮深く、熱心で、
私たちに何から何まで丁寧に聞いてくださいました。ステージ
には日本のような照明設備があるなど、いろいろなものが全部
きちんと用意されていたおかげで、私たちのパフォーマンスは
うまくいきました。本当にありがとうございました。 

（執筆者が書いたベトナム語を翻訳して掲載しています） 

 

 

Lê Công Vương さん                   Phan Chau Trinh 高校（ダナン） 

Tran Thi Phuong Hoa 

私は初めて日本語フェスティバルに参加できて、嬉しく思いま
した。イベントが開催されている間、主催者に熱心にサポートし
ていただいて、ありがとうございました。しかしイベントでは運
営・実施に関していくつかの問題があります。イベントがうまくい
くように、主催者に準備のことを改善してほしいと思います。日
本を愛するベトナムの若者のための活躍の場を作ってくれる
主催者に対し、感謝を申し上げたいです。 

（執筆者が書いたベトナム語を翻訳して掲載しています） 

 

 

どんなイベントに参加しましたか 

 2017 年ベトナム高校生にほんご人100人訪日事業 

 
 

 

感想 
 
一週間にいろいろな場所へいきました。あそびながら、べんき
ょうしました。わたしはうれしかったです。そして、わたしもにほ
んのぶんかをべんきょうして、にほんのきれいなけしきをみられ
ました。おまけに、いろいろな学校へ来ました。特に、わたしは
関東国際高校がだいすきでした。関東国際高校はきれいだ
し、ひろかったです。関東国際高校のがくせいはねっしんで、こ
ころがひろかったです。それで、わたしは関東国際高校がだい
すきでした。さいごに、わたしは Japan Foudation と Kamenori
おかげでいろんなけいけんをしました。ありがとうごさいました。 
 
 

 

（執筆者が書いた日本語をそのまま掲載しています） 


